
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

若手研究(B)

2013～2011

大学における視覚障害学生支援のための人的サポート体制構築に関する実践的研究

Practical Research on Human Support System for Blind and Partially Sighted Students 
in University

４０５５０５６２研究者番号：

青柳　まゆみ（AOYAGI, Mayumi）

筑波大学・人間系・助教

研究期間：

２３７３０８５２

平成 年 月 日現在２６   ６   ９

円     2,300,000 、（間接経費） 円       690,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では、視覚障害学生に対する支援の方法として期待されている印刷物のテキストデ
ータ化について、これを行なう人材養成プログラムの開発を目的として実施した。
　筑波大学障害学生支援室の開設により実施されてきた視覚障害学生支援者養成講座（当該大学の学生対象）のカリキ
ュラム及び教材の内容、受講者への事後アンケート結果等を整理・分析してプログラムの再構成を行ない、全国の大学
で利用可能なプログラムを作成・実施して、その汎用性について検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was development of training program on making electri
c text for blind and partially sighted students in university.
The curriculum of training program which has been offered by Office for Students with Disabilities, Univer
sity of Tsukuba was examined carefully, and new program widely applicable for other university's training 
sessions was suggested.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、障害のある学生が一般の大学で学ぶ
機会は増加傾向にある。その要因としては、
高等教育機関への進学率の一般的な増加と
それに伴う障害者の学習意欲の高まり、大学
側の障害者受け入れ体制の改善、入学選抜方
式の多様化（障害者特別選抜を含む）等が考
えられる。独立行政法人日本学生支援機構の
調査によれば、全国の大学等に在籍する障害
学生数は、平成 20 年５月１日現在（本研究
応募当時）6235 人であった。潜在的な障害
学生もいることを考慮すれば、さらにその数
は多いと予測される。 
 こうした状況の中で、高等教育機関におけ
る障害学生支援の充実を目指した研究が、多
方面の視点から急速に進められている。1977
年、米国において“Association on Higher 
Education and Disability: AHEAD”が組織
された。同委員会は、高等教育期間における
障害者の完全参加をスローガンとした国際
的な組織であり、障害学生に対するサービス
と支援の質の向上を目指した各種の活動や
提言を行なってきた。同委員会の功績は、日
本における障害学生支援に関する研究の発
展に対し、貴重な資料を提供している。しか
し、教育システムや財政基盤、大学のカリキ
ュラムなど、多くの側面において欧米と日本
ではその内容が異なるため、国内での研究を
補足して日本独自がかかえる問題を明確に
し、より実情に即した支援システムの構築を
目指していく必要があると言える。 
 日本における障害学生支援関連のこれま
での研究は、全国の大学または障害学生当事
者に対する実態調査、各大学における取り組
みに関する事例報告、一般学生の障害者観に
関する社会心理学的研究など多岐に渡る。し
かし、基礎的な情報や知見の収集に加えて、
具体的な支援方法の提案が急務の課題とな
っている。 
 視覚障害学生の支援については、入試にお
ける特別措置をはじめとして、点字教材の提
供や移動環境の整備など、各大学における修
学支援の取り組みが充実してきている。しか
し、視覚障害学生を対象とした調査研究によ
れば、大学における支援体制や支援内容が必
ずしも十分とは言えず、特に教材や資料への
アクセスについては質・量ともに改善が求め
られている。 
 
 大学における障害学生支援の大きな要と
して、一般学生等による人的サポートがある。
この人的サポート体制の量的・質的安定を図
るための方策が模索されている。 
 視覚障害学生に対する支援についても人
的サポートは不可欠であり、その内容は、教
科書等の点訳、対面朗読、印刷物のテキスト
データ化 1)、実験・実技科目等のサポートな
ど多岐に渡る。 
 中でも印刷物のテキストデータ化は、一般
向けに市販されている機材とソフトウェア

で実施が可能なこと、特殊な技術を必要とし
ないことなどの理由により、教職員や一般学
生が容易に関われる支援方法と言える。しか
し、視覚障害学生のニーズに応じた効率的な
テキストデータ化を行なうためには一定の
知識と技術を提供するための講習が必要で
あり、そのカリキュラムや教材等の詳細な検
討が課題となっている。 
 
1) 電子データが存在しない印刷物（書籍、新
聞記事の切り抜き等）をスキャナでパソコン
に取り込み、OCR ソフトを用いてテキスト
データに変換し、そのデータを支援者が必要
に応じて手動で構成するという一連の作業。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、視覚障害学生に対する人的サ
ポート、特にテキストデータ化の支援につい
て、その知識と技術を提供するための支援者
養成プログラムを作成し、全国の大学の研修
等における利用可能性について検討するこ
とを目的とする。 
 具体的には、筑波大学障害学生支援室の開
設により実施されてきた障害学生支援者養
成講座、とりわけ本研究代表者が中心となっ
て関わってきた視覚障害学生支援者養成講
座の内容を整理・分析し、全国の大学で利用
可能な汎用性のあるプログラムを提案する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、筑波大学で平成 17 年度より
開始された「視覚障害学生支援者（ピア・チ
ューター）養成講座」のカリキュラム及び教
材の内容を検討し、他大学でも利用可能な養
成プログラムを作成する。そして、他大学の
支援者（学生、教職員等）を対象とした研修
会に同プログラムを適用し、その有効性と汎
用性について検討する。具体的には、以下の
研究を行なう。 
 
(1) 実態調査 
 視覚障害学生の受け入れ及び支援を積極
的に行なっている国内外の大学を訪問し、当
該大学の支援体制、特に支援者養成プログラ
ムの内容、支援者のコーディネート方法等に
ついて調査する。 
 
(2) 支援者養成プログラムの作成 
 筑波大学障害学生支援室が毎年３～４回
程度実施している視覚障害学生支援者養成
講座（同大学の学生対象）のカリキュラム及
び教材の内容を整理・分析し、他大学でも利
用可能な養成プログラムを作成する。 
 受講学生に対して事後アンケート調査を
実施し、プログラム改善の参考資料とする。 
 
(3) プログラムの汎用性の検討 
 視覚障害学生に対する人的サポートを提
供している他大学において上記(2)のプログ
ラムを実施し、受講者へのアンケート調査・



面接調査等を基に同プログラムの有効性と
汎用性を検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 視覚障害学生支援者養成プログラムの
作成 
 筑波大学障害学生支援室の開設により実
施されてきた障害学生支援者養成講座、とり
わけ本研究代表者が中心となって関わって
きた視覚障害学生支援者養成講座の内容を
整理・分析し、以下のような総合的なプログ
ラムを作成した。 
 
①視覚障害の理解 
 テキストデータ化をはじめとした視覚障
害学生の支援を行なうためには、視覚障害学
生が日常的に直面している困難さに気付き、
具体的な支援ニーズを適切に理解すること
が不可欠である。そこで、全盲体験、弱視体
験を中心としたプログラムを作成し、支援者
養成講座の導入部分に位置付けた。 
 全盲及び弱視体験の内容としては、大学生
活と直接関わりのある場面を設定し、具体的
な困難事項と支援ニーズをイメージしやす
いように配慮した。 
 受講者の事後アンケートでは、「『不安だっ
た』が、『今後の支援の参考になった』」と評
価した者が非常に多かった。また、各体験活
動後に実施したグループディスカッション
の記録からも、体験活動の有効性がうかがわ
れた。 
 
②テキストデータ化の基礎講習 
 視覚障害者との打ち合わせ→画像データ
の取り込み→OCR ソフトによる文字認識→校
正という一連の作業を効率的に行なうため
に必要な基本的な知識と技術を伝達するプ
ログラムを作成した。 
 
③テキストデータ化のスキルアップ講習 
 視覚障害学生、支援学生双方の意見を聴取
し、基礎講習では不十分な内容を選定して、
支援活動従事者を対象としたスキルアップ
講習用のプログラムを作成した。 
 
④その他の支援方法に関する講習 
 複雑なレイアウトの文書や図表、プレゼン
テーション資料等の作成補助を行なう際に
必要となる技術、及びコミュニケーション方
法を習得するためのプログラムを作成した。
大学院に在籍する視覚障害学生の支援に役
立つプログラムとなった一方、学部の学生を
中心とした受講者には習得が難しい課題も
含まれており、より専門性の高い支援者養成
の課題が明らかとなった。 
 
 なお、上記①～④は、受講者の属性や時間
の制約等を考慮して、適宜必要な内容を選択
的に実施することが重要である。 
 

(2) プログラムの有効性及び汎用性の検討 
 上記(1)のプログラムのうち、②の有効性
及び汎用性を検討した。 
 ２大学の支援者養成講座（私立大学の学生
ボランティア養成講座、私立大学の教職員研
修会）において、上記②のプログラムを実施
した。 
 プログラムを受講した学生及び教職員に
対するアンケート調査と聞き取り調査から、
本プログラムが実践に役立つ内容を多数含
んでいたことが確認された。また、教職員研
修会の参加者が受講後に積極的にテキスト
データ化を行ない、視覚障害学生に教材等を
提供していることが確認された。 
 
(3) 今後の課題 
 今後は、主に以下の課題を中心に研究を発
展させていく必要がある。 
①視覚障害学生支援者養成プログラム（カリ
キュラム、教材等）の再検討、及びプログラ
ムの再構築 
②本研究で作成した支援者養成プログラム
の普及（視覚障害学生を受け入れる多くの大
学への情報提供、伝達講習の実施等） 
③作成されたテキストデータの大学間共有
及び共同利用の可能性の検討 
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